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宮崎県再置
宮崎県庁開庁

日豊本線開通

県庁舎（現在の本館）落成
第1回知事、市町村長選挙
宮崎大学設置
宮崎空港開港（極東航空ローカル線）
宮崎空港ジェット化

（地方空港として日本初）
第24回全国植樹祭（夷守台）
宮崎医科大学開学
第34回国民体育大会夏季大会
               〃            秋季大会
第15回全国身体障害者スポーツ大会
九州縦貫自動車道宮崎線全線開通

「新ひむかづくり運動」県民会議発足
第10回全国育樹祭（夷守台）
宮崎港開港
宮崎・日南海岸リゾート構想がリゾート法第1次指定

全国高等学校総合体育大会
第10回世界ベテランズ陸上競技選手権大会
フォレストピア学びの森学校開校
県総合文化公園グランドオープン
第15回全国豊かな海づくり大会（油津港）
第1回宮崎国際室内楽音楽祭
空港連絡鉄道開通
県立看護大学開学
太平洋・島サミット
九州・沖縄サミット宮崎外相会合
細島港国際コンテナターミナル供用開始
宮崎～ソウル国際定期便運航開始

「日本スポーツマスターズ2001宮崎大会」開催
ひむか神話街道全線開通
第55回全国植樹祭開催
県立西都原考古博物館開館
宮崎～台北国際定期便運航開始
全国スポーツ・レクリエーション祭

「スポレクみやざき2009」開催
県内で口蹄疫発生、同年８月終息宣言
第34回全国高校総合文化祭

「全国高総文祭・みやざき2010」開催
宮崎県シンボルキャラクター「みやざき犬」誕生
ドクターヘリ運航開始
宮崎キャビア1983販売開始
第6回IBAF女子野球ワールドカップ2014宮崎大会開催

「第18回全国農業担い手サミットinみやざき」開催
高千穂郷・椎葉山地域の世界農業遺産認定
東九州自動車道椎田南～豊前間供用開始により宮崎市～
北九州市間全線開通
霧島錦江湾国立公園が国立公園満喫プロジェクト先導的
モデル地域に選定
祖母・傾・大崩ユネスコエコパークの登録決定
日本遺産認定「古代人モニュメントー台地に絵を描く
南国宮崎の古墳景観ー」（西都・宮崎市・新富町）
「みやざき林業大学校」開講

元年 6・7月
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ラグビーワールドカップ2019
日本代表事前チームキャンプ実施
2019 ISAワールドサーフィンゲームス開催
ラグビーワールドカップ2019
イングランド代表公認チームキャンプ実施
新型コロナウイルス感染症の流行
防災庁舎の完成
東京2020オリンピック・パラリンピック海外代表チーム事前合宿

「国文祭・芸文祭みやざき 2020」開催
新県立宮崎病院開院
ソラシドエアサーフィンセンター開設
「第12回全国和牛能力共進会」4大会連続内閣総理大臣賞（最高位）受賞
アミノバイタルⓇトレーニングセンター宮崎開設

「G7宮崎農業大臣会合」開催
置県140年記念イベントとして「宮崎県人会世界大会」開催
日向坂 46「ひなたフェス 2024」開催
KUROKIRI STADIUM（宮崎県山之口陸上競技場）完成
パーソルアクアパーク宮崎（宮崎県プール）完成
メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場）
リニューアルオープン記念式典開催
都城志布志道路全線開通
｢神楽｣ユネスコ無形文化遺産へ提案決定
アスリートタウン延岡アリーナ（新宮崎県体育館）完成
ひなた TENNIS PARK MIYAZAKI（宮崎県総合運動公園庭球場）完成

　宮崎は、まっすぐに日の出る方に向いて

いるということから、古より「日向の国」と

呼ばれています。また、日本初代天皇・神

武天皇にちなむ伝承が存在し、宮のあたり

とか、所在地というような意味で、「宮崎」

の地名が起こったといわれています。

　古代のロマンにみちた神話・伝承や伝

統文化が数多く残り、高千穂町・高原町の

天孫降臨神話、椎葉村の平家落人伝説、美

郷町（旧南郷村）の百済王族亡命伝説など

が有名であり、西都市には、巨大な西都原

古墳群が広がっています。

江戸時代、現在の宮崎県となる範囲は延

岡藩（内藤氏等）・高鍋藩（秋月氏）・佐土原

藩（島津氏）・飫肥藩（伊東氏）・鹿児島藩

（島津氏）・人吉藩（米良山・椎葉山）・天領

に分かれており、小藩分立の状態でした。 

　明治 6 年、美々津県と都城県を廃し宮崎

県が置かれ、明治 9 年に廃止となり、鹿児

島県に合併され、西南戦争のときは本県も

戦場となりました。

　明治 16 年 5 月 9 日、分県運動の結果、

宮崎県が再置され、今日に至っています。

いにしえ ひ む か

昔の県庁周辺（昭和初期）

宮崎県の歴史 置県後のあゆみ

今の県庁周辺
コシジロヤマドリ
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県の花
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合 計 特 殊 出 生 率
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消 費 者 物 価 地 域 差 指 数（ 総 合 ）

総 農 家 数

農 業 産 出 額

ピ ー マ ン 収 穫 量

さ と い も 収 穫 量

き ゅ う り 収 穫 量

肉 用 牛 飼 養 頭 数

豚 飼 養 頭 数

ブ ロ イ ラ ー 飼 養 羽 数

ス ギ 素 材 生 産 量
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海 面 漁 業 ・ 養 殖 業 生 産 量

近 海 か つ お 一 本 釣 漁 獲 量

製 造 事 業 所 数

製 造 品 出 荷 額 等

事 業 所 数 （ 卸 売 業 ・ 小 売 業 ）

年 間 商 品 販 売 額

道 路 改 良 率 （ 国 県 道 ）

人 口 千 人 当 た り 自 動 車 保 有 台 数

都 道 府 県 別 1 人 当 たり都 市 公 園 等 面 積

人 口 1 0 万 人 当たり一 般 病 院 一 般 病 床 数

高 等 学 校 等 進 学 率

大 学 等 進 学 率

指 標 名 単 位 全 国 宮崎県 順位 調査年・資料出所対全国比
（％）

R7.10.1 国土地理院

R7年 厚生労働省

R5年度 内閣府､宮崎県

　〃 　　〃

R6年平均 総　務　省

R7.2.1 農林水産省

R6年 　　〃

　〃 　　〃

　〃 　　〃

　〃 　　〃

R7.2.1 　　〃

R6.2.1 　　〃

　〃 　　〃
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　〃 　　〃

　〃 　　〃

R6.6.1 総務省・経済産業省

R5年 　　〃

R6.6.1 　　〃

R5年 　　〃

R6.3.31 国土交通省

R7.3.31 自　検　協

R7.3.31 国土交通省

R6.10.1 厚生労働省

R7年3月卒 文部科学省

　〃 　　〃
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県　の　木県のシンボル

この旗は、県のシンボルである
みどりと太陽（黄色）をあらわし、
宮崎の｢ミ｣をかたちどり、段
階をふんで高まる県の躍進の
すがたをあらわしています。

県旗（昭和 39.12.22 制定）

「日向」の文字、つまり宮崎県をあら
わしたもので、「日」を中心に「向」が
三方に伸びて、躍進する県のすがた
を示しています。

県き章（明治 45.1.14 制定）

宮崎県のあゆみ 全国から見た宮崎県1211

令

和

※｢県(内)総生産(名目)｣及び｢一人当たり県(国)民所得｣の順位はR4年度


